
高
橋
市
長
の
不
断
の

行
財
政
改
革
を
評
価
し
認
定

日
本
共
産
党
狛
江
市
議
団

田
中
智
子

さ
ら
な
る
行
政
改
革
が

確
認
さ
れ
た
決
算
を
認
定

敬
老
金
や
入
浴
券
の

切
り
下
げ
な
ど
福
祉
が
後
退

着
実
に
財
政
健
全
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る

不認定本
決
算
で
は
20
年
前
の
石
井
市
政
時
代
に
行
っ
た

公
共
事
業
の
借
金
返
済
が
終
わ
る
な
ど
、
毎
年
の
返

済
額
が
減
少
し
財
政
が
改
善
し
た
。
こ
れ
は
長
年
に

わ
た
る
努
力
が
実
っ
た
も
の
で
あ
り
、
市
民
生
活
支

援
に
生
か
す
べ
き
。
一
方
、
消
費
税
増
税
や
実
質
賃

金
低
下
な
ど
市
民
生
活
は
厳
し
く
、
生
活
支
援
へ
の

真
剣
な
努
力
が
求
め
ら
れ
た
。
し
か
し
本
決
算
で
は
、

敬
老
金
や
入
浴
券
交
付
事
業
の
切
り
下
げ
な
ど
福
祉

が
後
退
し
、
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
や
多
子
世
帯
保

育
料
の
実
質
的
値
上
げ
、
市
役
所
駐
車
場
の
有
料
化

な
ど
市
民
負
担
が
増
大
し
た
。
さ
ら
に
は
貧
困
と
格

差
の
中
、
急
務
と
な
っ
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

支
援
や
低
所
得
高
齢
者
へ
の
支
援
な
ど
市
民
生
活
支

援
策
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
。
本
決
算
に
は
、

認
可
保
育
園
の
新
設
や
北
部
児
童
館
建
設
へ
の
取
り

組
み
な
ど
も
あ
り
こ
れ
ら
は
評
価
す
る
が
、
福
祉
の

後
退
な
ど
賛
同
で
き
ず
認
定
に
反
対
す
る
。

狛
江
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

吉
野
芳
子

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
た
め
多
様
な
保
育
に
よ

る
質
の
向
上
を
図
れ
。
常
設
型
プ
レ
ー
パ
ー
ク
は
誇

れ
る
実
践
例
、
市
民
協
働
の
流
れ
を
推
進
せ
よ
。
市

制
45
周
年
記
念
事
業
は
多
岐
で
魅
力
が
あ
っ
た
。
総

合
防
災
訓
練
は
市
内
各
所
で
の
一
斉
避
難
訓
練
で
意

識
が
高
ま
っ
た
。
ハ
イ
パ
ー
Ｑ

Ｕ
ア
ン
ケ
ー
ト
4
0

0
万
円
、
設
問
へ
の
疑
問
、
教
員
の
目
的
や
活
用
方

法
の
理
解
度
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
不
足
、
具
体
的
支
援

の
成
果
に
問
題
、
賛
同
で
き
な
い
。
民
有
地
の
生
け

垣
、
植
樹
帯
造
成
や
体
験
農
園
の
推
奨
、
環
境
配
慮

の
公
共
施
設
整
備
を
評
価
。
若
者
支
援
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
取
り
組
み
を
要
望
。
市
民
食
堂
の
委
託
事
業
者
は

更
に
市
民
貢
献
を
実
践
せ
よ
。
敬
老
金
は
2
0
2
5

年
問
題
に
向
け
新
た
な
見
直
し
が
必
須
。
経
常
収
支

比
率
、
市
債
残
高
、
将
来
負
担
比
率
、
市
税
徴
収
率

の
改
善
を
評
価
。
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
誠
意
で
対

応
し
信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営
を
要
望
し
認
定
と
す
る
。

次
世
代
へ
の
責
任
あ
る

行
財
政
運
営
の
実
行
を
評
価

無
会
派

三
宅

眞

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、茨
規
律
あ
る
財
政
運
営

が
継
続
さ
れ
て
い
る
か
、芋
財
政
調
整
基
金
、
多
摩

地
区
で
の
水
準
、鰯
職
員
時
間
外
勤
務
削
減
の
可
能

性
と
し
て
決
裁
業
務
プ
ロ
セ
ス
見
直
し
、允
委
託
料

の
中
心
と
な
る
物
件
費
の
精
査
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
年
度
決
算
で
大
切
な
こ
と
は
、
市
民
の
方

が
日
ご
ろ
納
め
て
い
る
税
金
が
納
得
い
く
形
で
使
わ

れ
て
い
る
の
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
に
答
え
る
必
要

が
あ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
決
算
に
至
っ
た
理

由
と
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
の
方
へ
丁
寧
に
説
明

し
て
い
く
責
務
が
あ
り
、
二
元
代
表
制
を
し
く
市
長

と
議
会
、
双
方
が
不
断
の
努
力
を
し
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
こ
と
を
申
し
上
げ
た
。
全
体
的
に
「
狛

江
市
の
将
来
世
代
へ
の
ツ
ケ
を
今
の
う
ち
に
残
さ
な

い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」、
そ
う
し
た
意
志
を
強

く
感
じ
取
れ
た
こ
と
を
評
価
し
、
平
成
27
年
度
一
般

会
計
決
算
を
認
定
す
る
。

将
来
世
代
へ
ツ
ケ
を
残
さ
な
い

と
い
う
意
志
を
評
価

無
会
派

太
田
久
美
子

財
政
規
律
や
基
準
が
守
ら
れ
て
い
る
の
か
、
市
長

所
信
表
明
で
示
さ
れ
た
取
り
組
み
が
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
た
の
か
、
市
民
参
加
・
市
民
協
働
は
し
っ
か

り
推
進
さ
れ
て
い
る
の
か
を
中
心
に
審
議
し
た
結
果
、

財
政
状
況
は
経
常
収
支
比
率
で
2
・
2
ポ
イ
ン
ト
改

善
さ
れ
、
21
年
ぶ
り
に

21

90
％
を
下
回
っ
た
。
将
来
負

担
比
率
も
前
年
度
よ
り
15
・
3
ポ
イ
ン
ト
と
大
き
く

改
善
さ
れ
た
。
市
民
参
加
・
市
民
協
働
に
関
し
て
は
、

初
め
て
行
政
提
案
型
市
民
協
働
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

ま
た
、
無
作
為
抽
出
制
度
の
導
入
に
よ
り
新
た
な
市

民
委
員
の
発
掘
が
図
ら
れ
た
。
市
民
モ
ニ
タ
ー
制
度

の
創
設
や
市
民
説
明
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
手

続
も
し
っ
か
り
と
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
市
債
残

高
は
多
額
で
は
あ
る
が
、
着
実
に
財
政
健
全
化
が
進

め
ら
れ
、
市
長
所
信
表
明
で
述
べ
ら
れ
た
ま
ち
づ
く

り
や
市
民
参
加
・
市
民
協
働
が
推
進
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
評
価
し
、
一
般
会
計
決
算
を
認
定
す
る
。

平
成
27
年
度
決
算
は
市
長
1
期
目
4
年
間
の
総
括

的
な
決
算
で
も
あ
る
。
市
長
公
約
の
一
つ
一
つ
が
着

実
に
推
進
さ
れ
、
特
に
「
硬
直
化
し
た
財
政
の
立
て

直
し
」
で
は
改
善
へ
の
的
確
な
方
針
、
ス
ピ
ー
ド
感
、

実
行
力
に
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
「
日

本
一
安
心
で
安
全
な
ま
ち
」
で
は
関
係
機
関
と
市
民

の
皆
様
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
都
内
23
区
23

26
市
の

中
で
一
番
犯
罪
の
少
な
い
ま
ち
と
い
う
確
か
な
実
績

を
残
し
た
。
市
の
財
政
状
況
は
中
期
財
政
計
画
の
着

実
な
取
り
組
み
に
よ
り
単
年
度
ご
と
の
数
値
は
大
き

く
改
善
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
借
金
の
負
担
が
大

き
く
、
今
後
の
学
校
等
公
共
施
設
整
備
や
社
会
保
障

費
の
増
額
を
見
込
む
と
ま
だ
ま
だ
課
題
を
抱
え
た
財

政
運
営
と
な
る
。
高
橋
市
長
の
本
領
発
揮
で
将
来
に

安
心
が
持
て
る
狛
江
市
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
、
私
ど
も
も
市
政
発
展
、
市
民
の
た
め
に

全
力
を
尽
く
す
決
意
を
述
べ
認
定
と
す
る
。

1
期
目
総
決
算
は
当
た
り
前
の

市
政
へ
大
き
く
前
進

「
1
期
目
の
任
期
最
後
の
年
と
し
て
最
も
意
識
し

て
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
公
約
の
実
現
」
と
の
市
長
答

弁
。
公
約
「
水
道
局
の
防
災
機
能
つ
き
ス
ポ
ー
ツ
公

園
化
」
は
、
和
泉
多
摩
川
緑
地
都
立
公
園
誘
致
推
進

構
想
を
策
定
し
都
に
持
参
し
た
こ
と
で
公
約
実
現
と

の
見
解
。
そ
の
過
程
で
は
住
民
参
加
不
十
分
、
町
会

を
行
政
の
下
請
に
使
い
、
問
題
だ
。
徴
税
行
政
で
は

生
活
再
建
型
徴
税
に
取
り
組
む
べ
き
。
徴
税
方
針
を

つ
く
り
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
せ
ず
、
滞
納
者

を
問
題
市
民
と
し
て
住
民
差
別
す
る
姿
勢
が
問
題
。

電
研
跡
地
の
五
月
雨
式
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
を
許
し

た
。
ま
ち
づ
く
り
の
大
切
な
課
題
や
ほ
か
の
可
能
性

を
見
落
と
す
な
。
ぽ
か
ぽ
か
広
場
問
題
、
岩
戸
北
提

供
公
園
問
題
な
ど
石
井
市
政
時
代
か
ら
解
決
す
べ
き

こ
と
を
調
査
せ
ず
け
ん
か
腰
対
応
。
裁
判
と
な
り
、

市
民
と
の
亀
裂
が
深
刻
。
緑
地
の
確
保
や
多
摩
川
保

全
へ
の
姿
勢
が
不
十
分
。
よ
っ
て
不
認
定
と
す
る
。

公
約
実
現
の
た
め
住
民
無
視
・

市
民
へ
の
差
別
選
別

財
政
面
に
つ
い
て
は
、
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度

よ
り
2
・
2
ポ
イ
ン
ト
改
善
、
公
債
費
負
担
比
率
や

将
来
負
担
比
率
な
ど
の
財
政
指
標
も
改
善
さ
れ
て
い

る
。
歳
入
面
で
は
、
現
年
課
税
分
の
徴
収
が
2
年
連

続
26
市
中
1
位
の
徴
収
率
は
評
価
す
る
。
歳
出
面
で

は
、
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
や
保
育
園
待

機
児
童
解
消
対
策
の
施
設
整
備
・
運
営
負
担
金
な
ど

が
増
額
。
繰
出
金
で
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
法

定
繰
出
金
が
ふ
え
て
い
る
が
、
実
質
収
支
額
は
前
年

度
よ
り
差
し
引
い
た
額
で
2
1
6
0
万
円
の
黒
字
と

な
っ
た
。
事
業
に
お
い
て
も
市
制
施
行
45
周
年
で
数

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
職
員
の
人
件
費
を
ふ
や

す
こ
と
な
く
、
職
員
一
人
一
人
の
「
狛
江
を
愛
す
る

気
持
ち
」
が
う
か
が
え
た
。
市
長
公
約
の
一
番
、
財

政
の
立
て
直
し
は
確
実
に
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
。
よ
っ
て
明
政
ク
ラ
ブ
は
本
決
算
を
認

定
す
る
。

認定

認定

認定

無
会
派

辻
村
と
も
こ

狛
江
市
の
取
り
組
み
を
予
算
編
成
方
針
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
く
狛
江
市
実
行
プ
ラ
ン
の
着
実
な

進
展
を
進
め
る
た
め
取
り
組
ま
れ
た
高
橋
市
政
１
期

目
の
最
後
の
決
算
内
容
を
、
自
由
民
主
党
・
明
政
ク

ラ
ブ
と
と
も
に
認
定
を
し
た
。

狛
江
市
中
期
財
政
計
画
に
よ
る
規
律
重
視
の
財
政

運
営
方
針
を
守
り
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経

常
収
支
比
率
は
88
・
8
％
、
対
前
年
度
比
2
・
2
ポ
イ

ン
ト
改
善
し
、
平
成
6
年
度
以
来
21
年
ぶ
り
に

21

90
％

を
下
回
っ
た
こ
と
、
貯
金
に
当
た
る
基
金
全
体
を
約

30
億
円
生
み
出
し
た
こ
と
は
、
前
市
政
と
比
べ
高
く

評
価
す
る
。
公
債
費
負
担
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の

改
善
を
し
、
硬
直
化
し
た
財
政
運
営
の
改
善
は
必
須
。

法
人
税
が
た
ば
こ
税
よ
り
少
な
い
今
、
個
人
事
業

主
の
流
入
施
策
に
着
手
す
べ
き
。
不
断
の
行
財
政
改

革
を
評
価
し
認
定
す
る
。

認定

改
め
て
問
う
公
民
連
携
～

自
分
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り

無
会
派

山
田
た
く
じ

平
成
27
年
度
は
経
常
収
支
比
率
の
改
善
は
、
消
費

税
が
前
年
度
税
率
8
％
に
な
っ
た
影
響
が
大
き
か
っ

た
こ
と
、
人
口
増
に
伴
う
個
人
市
民
税
収
の
増
が
大

き
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
公
債
費
負
担
比
率
の
改
善
は
、

旧
第
七
小
学
校
跡
地
売
り
払
い
収
入
と
い
う
特
殊
要

因
が
あ
っ
た
。
過
度
な
楽
観
は
危
険
だ
。

現
行
の
地
方
交
付
税
制
度
の
も
と
で
は
、
こ
こ
数

年
で
住
民
の
数
が
ふ
え
税
収
増
が
あ
っ
て
も
、
国
か

ら
の
地
方
交
付
税
の
減
額
で
調
整
さ
れ
て
い
る
。
税

収
を
ふ
や
し
歳
出
を
効
率
化
さ
せ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
に
乏
し
い
。
約
16
億
円
の
国
か
ら
の
交
付
税
を
、

狛
江
市
民
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
も
大
き
な
課
題
だ
。

今
後
、
少
子
化
、
超
高
齢
化
で
税
収
が
減
る
反
面
、

社
会
保
障
費
は
ふ
え
続
け
、
学
校
等
公
共
施
設
の
更

新
費
用
が
の
し
か
か
っ
て
く
る
。
何
に
お
金
を
回
す

の
か
市
民
協
働
・
公
民
連
携
の
重
要
性
を
指
摘
し
、

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
を
認
定
す
る
。

認定

無
会
派

市
原
広
子

不認定

狛
江
市
議
会
公
明
党

佐
々
木
貴
史

認定

自
由
民
主
党
・
明
政
ク
ラ
ブ

栗
山

剛

認定
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